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 内容は次のとおりである。  
1 章 問題と目的  
2 章 境界例における「同一性の不確実性」  
3 章 青年期境界例の「同一性の形成と破たん」  
4 章 成人期境界例の「外囲いの同一性」の形成  
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5 章 事例研究  
 事例１ 青年期境界例の同一性の破たんがその三つの構成要素の破綻へと至った事例  
 事例２ 青年期における意味ある他者との人間関係の体験が青年期境界例の同一性の形
成と破たんを左右すると考えられる事例  
 事例３ 外囲いの同一性の形成機序の心理学的意味を把握することができる事例  
 事例４ 境界性人格障害を有しながらも高年に至るまで、ほとんど境界例病理を顕在化
せずに日常生活を送ることができた事例  
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ることが多いが、著者の卓越した心理療法の技法と真摯な取り組みによってクライエント
の人格変容が成し遂げられていることは驚異的であり、著者の心の深層に働くセラピスト
としての感受性と読みがクライエントを動かす動因であることは確かであるが、言語化を
試みながらも充分に言語化するには至っていないために、普遍化に至らず「個」にとどま
っていることは悔やまれる。  
 このような不充分な点が指摘できるが、著者が多様な境界性人格障害を著者独自の分類
として提起した「枠のある境界例」と「枠のない境界例」という分類は「境界性人格障害」
の心理療法をする上で価値あるものであり、多くの心理療法家の実践に寄与する知見であ
ることは疑う余地がなく、学会誌においても高く評価され、今後の発展性を期待できる内
容である。よって、本論文は博士（教育学）の学位を授与するにふさわしいと判断する。  
 
 
